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レアメタルの特徴と供給リスク

「レアメタル」 は， 鉄や銅などのベースメタ

ルに対する金属を指す言葉として， すでに

定着している． 日本では， 1984 年に通商

産業省（現経済産業省） の審議会におい

て 「①地球上の存在が稀であるか， あるい

は抽出困難なもの，②現在， 工業用需要が

あるか，又は今後見込があるもの，③埋蔵及

び生産が強く少数の国に偏在し， ほぼ全量

を特定国からの輸入に依存せざるを得ない

ため， 各種要因により供給途絶の危険l生が

あるもの」 のいずれかに該当する元素を31

鉱種選定し， レアメタルとして定義している．

レアメタルは，各鉱種が耐熱性，耐食性，

磁性など様々な性質を有しており， 電子部

品， 磁石， 二次電池自動車部品など，

先端産業に不可欠な素材である（図1).
「産業のビタミン」 とも呼ばれ， 日本の産業

競争力を支える上で不可欠な存在となって

いる．

忘れてはならないのは， レアメタルの供給

リスクが大きいことである． レアメタルは鉄や

銅などのベースメタルに比べ市場規模が小

さく， 特定の資源国に偏在している鉱種も

多いため， 中長期的な供給リスクに備える

必要がある． 2000 年代半ば以降 レアメタ

ルの価格高騰やレアメタルの争奪戦に関す

る報道が増えた中でも2010 年の尖閣諸

島問題に端を発した中国のレアア ース（希

土類元素）輸出規制は，それまでのレアアー

ス供給の仕組みにとって大きな衝撃を与え

る出来事となった．

レアメタル備蓄制度の制定

ここのような供給リスクに備えるため， 日

本には国によるレアメタル備蓄制度がある．

レアメタルの国家備蓄は， 1970 年代に起

こった2度の石油危機の経験を踏まえ， 国

家の経済安全保障の確立という観点から，

官民協力による制度として 1983 年に創設さ

れた． 当時の備蓄対象はニッケル， クロム，

タングステン， コバルト， モリブデン， マン

ガン， バナジウムの 7鉱種であった． これら

は主に鉄鋼に合金元素として添加される鉱

種で， 鉄鋼メ ーカ ーや特殊鋼メ ーカ ー の需

要に応えることが主な目的だった． 備蓄目

標は官民協力の下， 国家備蓄と民間備蓄

合わせて 60 日分と設定された．

中国によるレアアース輸出規制は， レアメ

タル備蓄制度見直しのきっかけともなった ．

同年のエネルギー 基本計画において， 新た

に「 戦略レアメタル（レアア ース，リチウム，

タングステン等）」
「準戦略レアメタル（ニオ

ブ， タンタル， 白金族等）」が定義されると

ともに， 全てのレアメタルが備蓄対象とされ

た2012 年には，さらに 「 戦略的鉱物資源」

が整理されるとともに， 新たにグラファイト，

シリコン， フッ素， マグネシウムが備蓄対象

に追加された

メリハリと機動性を重視した

新備蓄制度

2020 年，「新国際資源戦略」
(2) の中で，

国家備蓄の備蓄目標日数は引き続き 60 日

分を基本とし， 地政学 ＊ 的リスクや産業上

の重要性が高い鉱種の備蓄日数をより長く

するなど， 中期計画ごとにメリハリをつけた

目標日数を設定することが示され， 同戦略

に基づき， 新たな備蓄方針が定められた．

なお，レアメタル備蓄制度の運用は， 国

の政策決定に従い， 独立行政法人エネ

ル ギ ー・金 属 鉱 物 資 源機構 (Japan

Organization for Metals and Energy

Security :」OGMEC) が行う． 国が策定

した備蓄方針に基づき， JOGMEC は 国の

同意を得た上で買い入れ・放出を含む備

蓄計画を策定し， 運用する役割を担う．

新たな制度では， 緊急時に備蓄の放出

が必要な場合にも， 予め国が備蓄計画を

承認しておくことにより， その都度国の同意

がなく ても」OGMECが計画の範囲内で判

断することが可能となり， 手続きの大幅な

簡略化と合わせ，放出までの機動性が大き

く向上することになったなお， 経済安全

保障の確保の観点等の理由により， 鉱種

毎の備蓄目標日数や実際の備蓄量などは

非公開とされている．

世界的な感染症拡大やウクライナ情勢な

どにより， レアメタルのサプライチェ ーンの

確保は重要な課題となっている． このよう

な時代の流れの中，メリハリと機動性のある

新しい備蓄制度に各方面から大きな期待が

寄せられている．

現在需要の高まるレアメタルは， 鉱種そ

れぞれに特徴や供給事情を抱えている． 以

下， レアメタルの例としてコバルトとパラジウ

ムをピックアップし， それぞれの状況につい

て紹介する．

＊民族や国家の特質を主に地理的空間や条件から説明する学問

図1 レアメタルの主な用途 (1) レアメタルは 「産業のピタミン」と呼ばれ，自動車やIT製品等の製造に不可欠な素材であり， 日本の産業競争力の要となっている
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